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1. 緒言 リンゴやナシ等の果実糖度はそれらの商品価値を決定するための重要な指標であり、出

荷時にその糖度(Brix%)を計測し、評価を行っている。現在一般的に用いられている糖度計測法に

は、光の屈折率を利用した糖度計、近赤外分光法を利用した遠隔計測装置等があるが、果汁の採

取、あるいは大量の検量が必要等の欠点がある。前回の学会ではフィルタ交替型 transXend 検出器

[1]を用いたエネルギー分解 X線 CT による糖度計測法について報告した[2]。しかし、フィルタ交

替型では、被検体の各投影角でフィルタの種類の数の透過撮影が必要であるため、測定時間が増

大する。そこでフィルタの種類ごとに初期角度が異なる等間隔の角度で CT 撮影を行い、CT 画像

を再構成し、その画像を順投影することで透過撮影角を補間した投影データを取得する方法を提

案する。 

2. 方法 外径 30 mm のアクリルファントムと同じ中心をもつ内径 15 mmの穴に異なる濃度のフ

ルクトース水溶液を封入した被検体を用いた。測定条件は 100 kVp, 管電流 2.4 mA, 露光時間 0.5 

sで平面検出器を用いて X 線を測定した。投影方向数はフィルタごとに 9方向および 36方向とし

た。また、9方向の投影データを補間することにより 36方向の投影データとした。これらの投影

データを前回の学会で報告した糖度推定法を

用いてフルクトース水溶液の糖度の推定を行

った。 

3. 結果 36 方向撮影したときと 9 方向のと

き、9 方向からの撮影を 36 方向に補間したと

きの糖度の推定結果を Fig. 1 に示す。投影補

間により 9方向からの撮影を 36方向に増加し

た結果、36 方向からの撮影には及ばないが、

9 方向の場合に比べ非常によい精度で糖度の

推定ができていることがわかる。今後は散乱

X 線の対策やフィルタの最適化を行った上で

実際の果実を用いて糖度推定法の検証を行

う。 

参考文献 

[1] I. Kanno, et al., J. Nucl. Sci.Technol. 45,1165-1170 (2008). 

[2] 黒山, 他, 応用物理学会, 20a-E305-2 (2019 秋). 

 

0

5

10

15

20

25

30

0 5 10 15 20 25 30

糖
度
推
定
値
(B

ri
x

%
)

糖度 (Brix%)

36方向

9方向

9→36方向

Fig. 1. 糖度の推定値. 
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